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研究分野：近代建築史、歴史的建築の保存・再生・活用

■■近近現現代代のの建建築築やや都都市市のの歴歴史史的的
研研究究
近現代の建築物の歴史や沿革、

そこで用いられた技術や造形、
設計意図や地域性などを調査し、
その建物が有する特異性を明ら
かにします。また、近代都市の
歴史研究により、都市空間の形
成の過程を明らかにします。

■■近近現現代代のの歴歴史史的的建建築築物物のの調調査査
分分析析
近現代の建築物は文化財の対

象になりつつあります。文化財
の候補となる歴史的建築物を掘
り起こし、実測や史料調査を行
いながら、歴史的な位置付けや
文化的な価値評価を行います。
調査結果を踏まえて、各地の歴
史的建造物を保存再生しようと
取り組む建築技術者と連携し、
支援や助言を行います。

概要：近代の歴史的建築物や都市空間の調査研究を行っています。歴史的建築物の
歴史的・文化的価値を明らかにすることによって、建築物の保存・再生・活用を支
援します。

近近現現代代建建築築のの歴歴史史的的・・文文化化的的価価値値のの評評価価

増田友也設計「衣笠山の家」（1964年竣工）の実測調査

「衣笠山の家」3Dスキャン画像（点群データによる記録）
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環環境境科科学学部部 環環境境建建築築デデザザイインン学学科科 准准教教授授 西西澤澤 俊俊理理

研究分野：生態建築学(Ecological Architecture)

■■生生態態建建築築学学のの理理論論のの研研究究

文化という自然から分離された枠組を想定し、その内側で人間どうしの連帯を追究して
きた従来の建築学からの転回を目指します。人間と生き物、さらには人間のうちの動物性
(身体)と人間性(精神)という、本来は不可分でもある別々の存在どうしを認め、その「開
かれ」のうちに幸せな仕方で両者を連帯する「生態学的な建築のあり方」を研究します。

生生態態学学的的なな建建築築学学((生生態態建建築築学学))のの措措定定

写真1

図1,図2,写真1 :琵琶湖 魞漁の実測
写真2 :琵琶湖 ゆりかご水田の実測
写真3 :カンボジアでの高床住居調査
図3,写真4 :ベトナム・メコン河流域
での高床住居の設計事例

写真2

写真3

図1

図2

図3

写真4

私たちの身近に遍在する環境と身体
との応答の仕組みを観察する一方で、
エコロジーの始祖ユクスキュルやその
影響を受けた哲学者たち、また人類学
のスケールで建築を俯瞰する原広司や
塚本由晴のような偉大な先駆者たちの
言説を参照しながら、「空間」の概念
を「人どうしが共感する領域」から「
人と生き物とが共感する領域」へと転
回するための基礎的理論を構築する。

人間にとって、生き物は資源利用の
対象であると同時に、愛情や感情移入
の対象でもあり、そのような関係が生
じている場所では何らかの「空間」が
発生している。ここでは特に琵琶湖集
水域をフィールドとし、水、光、音、
動植物と人間とが共に作りだす様々な
現象における個別の「空間」を実測・
分析し、生態建築学の「見かた」を検
証する。また、それらを重ね合わせた
先に析出する「空間の琵琶湖性」につ
いて考察する。(図1,図2,写真1,写真2)

人間の「具体的な身体」と「抽象的
な精神」の双方が、敷地や生き物とい
った存在者と応答するための道具とし
て、建築は「存在と世界」に関わって
おり、「世界における存在の居場所」
として「空間」を創出することができ
る。メコン河流域の高床住居などの設
計案件を通して、生態系との新たな関
係を構築する生態建築学の「創り方」
を検証する。(図3,写真3,写真4)

■■生生態態建建築築学学のの分分析析論論理理のの研研究究

■■生生態態建建築築学学のの設設計計論論理理のの研研究究

・・・・ ・・・・
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